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アコーディオ〉ア〉叶 >-l/L Air 

l アコ引オンアンサ刀山F
設立のごあいさつ

日頃から「ちょっとひといきコンサード」をはじめ、 m撃と2な

場面でおつきあい頂き、またひとかたならぬご協力、あり

がとうございます。

このたび、音楽センター中級・研究岡三多摩教室はこの

四日未をもって発展解消し、あらたに「三多摩アコーデイ

オンクラフ、」として独立いたしました。また、昨年フ目開

設の r~~限71\アコーデイオンクラス」、そして清雲集団とし

ての「アンサンブル AirJ と合わせ、この三つの教育・清雲

偲を含めた総合的音楽活動集団としての「アコーディオン

アンサンブjし AirJ を設立~します。

l アコーデ仰山ンプjし Air
これから、あれこh

@ 

アコーディオンアンサンブjし Air がスタートしました。

漕奏部隊の「アンサンフ jしAirJ は他楽器 a他ジャンルのメン

バーと組み、旺盛な活動を進めています。ミニコン、教会、

老人ホーム、喫茶店・レストランでのティータイムコンサー

ト。この先も、同様のライブ活劉とあわせ、関東アコーデイ

オン溜奏交涜'3 15周年記念コンサート (9ハ 9) への推薦i宙

実(上級および初阻害の部第 11nのE人のソD漕奏)、む共

ホー jしオーディションによるコンサート出濡(西東京市)、

EXPO 2005(愛知万博)のつンサート出鴻 (05/9) など

目白押し。

一方、教育1機関(三多摩アコーディオンクラブ/~?l眼71\ア

コーデイオンクラス)としての濡奏活動も盛り上がってい

ます。福祉祭りや福祉施設での漕萎参加(日野市)、ピパ・

アコーディオン(大阪)出i薦、「関東アコーテ.イオン演奏歪

涜会(コンク -Jし)J 台裏ー重奏・小アンサンブlしへの出場

4組 (9ハ 2) などなど。

2005年は、「第4回JAA国際アコーデ‘イオンコンクーjし」

の年。ソD、アンサンブjしでのコンク-Jし出場を初め、課題

は山ほど。「ちょっとひといきつンサート己005J (15閏年

記念コンサート)も射程距離にあります。

ちょっとB失を変えて見たら、こんなに多くの活動が…。

ラまで、コンクーjし、オーデ‘ィション等、そして「ちょっと

ひといきコンサート」や節ふしの発表にひたすら努力して

きた稽み上げが、いま花を咲かせて…。

アコーデイオンがこんなに求められている時はありません。

「アコーディオンアンサンブjし AirJ は、アコーディオン

音楽の普及と向上をめざし、漕奏と教育を軸に教師・曲集の

発行や各種セミナーの開催、奏者派遣などの諸事業を行う

団偲として再出発することになります。

約三十年の教室の伝統を受け継ぎ、かつ新しいビ‘ジョンを

もって地域に眼ざした活動そ進め、アコーディオンの広がり

と高みを目指していく pff存です。

これまでのご吏援に深く感謝いたします。

今後とも、あたたかい励ましゃご指摘など7貫ければ幸いに

存じます。

アコーデ‘イオンアンサンフ]し Air

主宰川口裕忘

アコーデ、イオンアンサンフ]し Air
組織のなりわい



Aヌケルような青空と森、フィンランドの真夏の風景 /fJAA7'コーデイオニストVol.2J から転載

地平線の彼方にゆっくりと洗むタ巴を眺めながら、私だち

はしばし定然としていた。枚場の真ん中 lこ立ち、辺りを見渡

せば、な芝らかな平地lこ森の木立ちか、ここそこにあるのみで、

山というものが全<見当だらない。夕日を浴びながら、牛だ

ちか、草を食んでいる。西の空CBが沈み、タ閣が迫る…と同

時!こ、東の空巴は満月ガ輝き、辺りを照らす。まった<、こ

の自然は閤を知らない。トホランピの夜12時。

「来て良かっ左 !J 一松永氏がつぶやき、私がうなずく...

(すべてうまくいっ定)。

この夏、北欧フィンランドで「第10 回トホランピ・アコー

デイオンウィーク」というフェステイパルガ、一週間lこわだ

って行われた。トホランピは、ヘルシンキから北ヘ500km、

人口4000人の小さな町。主な産業は校蓄で、起伏のない、

「八ヶ岳高原」をどこまでも広げ疋ような平地の避暑地で

ある。ここ l之、日本から初めて参加し左一行は、松永勇次

(JAA劃会長)、 JI 口裕志(同事務局長)、大滝早苗(ウインド

パス力一文〕、大白智美(国立音大付属高校1年生)の4人であ

つだ。大田(研修生)以外は視察固として、「ウィーク」の一部

始終を見学・取材しだ。

人口500万人の国!こ、愛拓者は10万人。

トホランピの7フコーデイオン l耳、ポル力、フルツガらジ、

ヤ文、クラシック、そして新しし1現代の作品|こ至る様々な

音楽が同居し、それらを老若男女が一様に楽しんでいると

ころに特色がある。町のスーパーヤーケットの棚にはアコ

ーデイオン音楽の力セ ν トテープがあり、力一ラ三/:オから

はアコーデイオンミユージ、ツクが流れている。

白夜とともlこ 10 時からのコンサートガ…

国内外の7コーデイオン奏者と研修生出場による、連日、

連夜のコンサー卜力、行われた。夜10B寺からのプログラムも

あっ左。期間中の、朝のお祈りや、老人クラブの歓迎会、

深夜のダジスパーティなど、すべて7フコーデイオン音楽で

ある。市民ホール(100人弱)をメイン巴、学校、体育館、野

外広場などが会場とされ走。

一万、市の裁縫芸術学院を全館借り切りでの研修lこは受

講生約50人が参加した。半数以土が10代の予どもと学生。

あとは大人で、 50才以よの中高年がめ古つ。マンツーマン

の独奏レッスンと7フンサンプル、および発表会が主なプログ

ラムで、一見、私疋ちの夏期講習会で、やっている風景と変わ

らない。定士三遣うのは、広い教室巴一人ほほ一時間という、

ゆとりの個人レッスン定。研修5日間で、講師一人あ左りの

受搭ち人数 5 人とは、余裕の産物である。(次号に続く)

@ 



感旦 すよコとむといき
づアミ \ I ーコ〉サート 2004

100ι年 ι 同 18 日、寸ま下手七z方々のご協力主幸男 l. 、無事終三るごと t{ ーて きました。

ご協ア1 L l. ζ だ τ コたユ1-.，:様、本当 1ご ~l17句、と弓ご守いました。

主宰様 fi、 k宮で下 τ コた tER 守宗主場事専し寸志す ます。

プニングで始まつ

左コンサート。将

来が楽しみの予供

演奏家で、しだ。.

-祖国よさらば・・・感情を押し付けるような感じを

措ちまし定。以前取り組んだ曲を、他の万ガ演奏する

のを聴き勉強!こなつだ。・喜びのカッタータ・. . 

情感定っぷりだっ定。・ピングのテーマ・・・患が

合っていて楽しく聴け芝o.ムーンソパ一・・・短い、



もう一曲必要。・アメリの

フルツ・・・ウクレレがお

もしろかつだ。映画を思い

出しだ。?メリのフルツの

7コ良かっ芝で、すよ。 ei戻

のトッカータ・力チユ一三ノヤ

だって良かったです。・力

チユーシヤ・・・どういう

わけかピタッときだ。

-ピ7ソラ、素甑でし定0

・S以P、 7ヴエマソア、オブ
ソビオン、リベルタンゴ・. . 

7コーデイオンの力強さが

生きていだ。.リベルタンゴ
.・・アンサンブルがとても

よく合ってい定。リベルタジ

ゴのリズムの刻みが良かっ

芝です。 .7ヴエマリ 7フ.

-・イイですね!ジーンときまし怠o.オブリピオン

・・ 7コーデイオンの太<響く音とチェロのやさし

い音とが相乗効果でより空気|こ伝わってきだ。

-ハ|口先生の
伴奏もすてき

で勉強!こなり

まし定。

.広川さん・・

・明るい司会

が良かっ芝。

きれいな歌声

でもう一度聴

き左い。クラ

シックの発声

でさすがだっ定。彼女らしい叡をもっと多<選曲して

欲しかつだ。オペラ系の曲を4曲ぐらい聴きたかった。

大人向けのコジサート!こして欲しい。子供も大人も楽

しめる選曲で、良かつだ。“癒しの声"での司会、さら|こ

狙唱は舎日の演奏会を更|こ満足させてくれだ。何と

素晴らしい翫!声量に驚き。プ口の声学の魅力を改

めて感じた。オーソレミーオガ特|こ素晴らしかっ定。

身体が震えるようで最高。大招きな曲。

・ディピッド・フ7フーマーさん・・・素晴らしかった。

繊細な音色ガ、し芝。子供組曲ガおもしろかっ定。アコ

ーデイオンも繊細な音が出るということを知らせてく

れだ演奏で、素敵だっ定。 7フコーデイオンの全機能を充

分使い切つだような授術の高さ!こあと、ろいだ。合臼来

だ甲斐があっ定。次回も是非聴きだい。最高! r皆さん

こん!こちは!Jの一声、素晴らしいアコーデイオンの演

奏と柔らかいあ声で、さら|こ一歩7コーデイオンに近

づけだ。アコーデイオンという楽器ガ身近|こ感じだ。

生の音が聴けて感獄です。毎日聴き定い。ボタンアコ

の生の音色lまあまり聴けないので嬉しい。本当の?コ

の良さを聴けて良かっ位。やさしい柔らかい音を知つ

定。世界的な方の演奏ガ聴けて幸福。さすがブ口。と

ても楽しく、アコーデイオンかと思うほどだった三。

@ 



弾いてきました!
蔽原理美

・3/20 (土曜日)
武蔵野スつィングホーjしにて
(70ß/140席)
合唱発表会でのゲスト溶奏:強妻 10分、

リコーター伴奏、取伴奏

・5/9 (8曜 8) 小金井富井南町キリスト教会にて
「母の 8J イベント
特別溶嚢として、独奏J.5.バッハ「主よ人の望みの喜びよ」
譲葉歌伴奏:愛の神よ~ IDI) 店 111恵

。

壁画「キリストと少年」と、グランドピアノとオルガンの

ある臆子が30席あまりの小さな教会。厳かに礼拝がはじま

る。その前に、教会に足を踏み入れたと同時iこ、神父臓と広

川さんとともにお祈りしていただいた。皆で議美献を~い、

お話の聞に溶奏させていただく。教会の中でも、イベントそ

のものも初めての溶妻。

そもそも、前Bに老人ホームでのボランティア溶奏の練習

会から、 「明 Bあいてたら、バッハを弾いて! J r加えて、

議美取の伴奏もできる? J と、お毘に力しーライスがでる、

との誌に二つ返事でOKしてしまった恥ロ

自宅に|煽ってから、神臓の前でこんなに気軽に弾いていいの

だろうかと急に不安になり、猛練習。といっても'58の明 B
なので付け販き刃であるが圃. .匂しかしながら、お符りし

ていただいたおかげか、やはり神臓はお力を笛して下さるの

かと思う程、無IIl\に清奏できた。とても気持ちがきれいにな

るというか、浄化された憾。その後の神父臓のお誌を聞いて

いる内に、?戻が頬をったってきた。なんとも言えない感劃、
不思議な偲駿をさせていただいた。

礼拝が終わった後は、子供達と居住障が前日から仕込みを

していたカレーライスをいただく。とってもおいしく、楽し

くお茶をしながら交涜会。たまたま先日旅行中にアコーテ‘イ

オンの野外コンサートを聞いてきた、という方もいて誌が弾

む。おもわずリクエストあり、広川さんと一緒に「さんlま」

「エーデjしワイス帰れソレントヘ」など。 r雪度はラ・
クンパjしシータを弾いてね」チャレンジ!

・5/2 ヨ(8)世B谷きたざわ苑(壱人ホーム)
地域まつりiKランティア漕実に行ってきました!

店川恵さんをリーターにした“アンザンブJLグレース"の
メンバーと初参加。正脈 l 時間のコンサートブDグラムです。

前半はピアノの伴奏で広川さんの独唱4也、間にアコーテ'イ

オン E 由とESで敏いましょう 11おいれて、後半lまピアノとア

コでの伴奏で、叡が入りました。日本の瓢メドレー「奮から
夏へ」は計 10也、ラストに「マイ圃ウェイ帰れソしン
トヘ」で拍手喝采でした。 Dビーホーlしなので、 Jまとんど屋
外のような状況。出店も育り、阪やかだった会場に、車購子

の方と付き添い、職員の万がf奈々に集まり、ホーjしに渇れて
立ち毘がでるほど。ざわついた会場が広川さんの叡声が宣告ま
ると静まり、皆さん聞き耳立てて集中!アコーデイオンは、

ピアノさんとの初テ、ユエットで、リクエストの多かった「ラ

凶クンパlしシータj と「到Jの舞J , êの前のお年寄りの方匂
が笑顔で拍手して‘くれたり、かけ需がかかったりと、とても
楽しくひけました。

この}央は、地元三多摩でやろう!と夢膨らんで‘帰路につき

ました。

価出錨
篭組副邑F

Eビパ・アコーデ、イオン in 大阪(船原市文化会館)

越嗣あや子
5周ヨ088 目撃 8 ， 10時半から始まって午後4時まで。そ

の間 10分間の侃態が2@あったのみ。プDグラム lま35蓄ま

で。ヨ6蓄にゲスト清奏が入って終了は5時。[ 1 j5゚  ~虫奏
E部重奏皿アンサンブル ヨ部合奏] ヨ部の色襲の部で

出t署してきました。

出場に芸るまでの過程lま半年にも。昨年 1 1 日、伴奏誘座

に参加し，お近づきになった人達。そして何かのおり、大í&で、

「ピパ圃アコーデイオンというのがあってJ というお誌をE

に。時が涜れ忘れかけていたころに隠び浮上してリーダーの
池田さんに、 「いきたい。いきたい。大阪行にきた L\J とよ

く筈えもぜずに言っている恥がいました。

4日も 108ほどたったころ楽譜が。「ガボット」だと聞い

ていましたが、 CD1甘きなので聞くことができました。何度

か聞いていても分かりません。間Lの与えられた楽譜はメ Dデ
イーではないので、分からなかったのですロ

5131こ入って練習 Bが決まり、 98 と 168のいずれもB
曜 Bロ現代鹿というと之ろにつれていかれたが、雪もどこに

あるのかわかりません。そこで各3時間、び‘っちり指導を受

けました。 Vlaというのが恥のパート。ビオラだということ

がその時に初めて分かりました。ララファ|ソーラソミ|ファ
ーというメ Dディーに恥のビオラが しし|ラーララ|ラー
と入ります。池田さんが部分ずつ指導してくれます。 r少し

良くなった。もう一回。 J うん、少し艮くなった。もう一

回。」などなんと言われたことでしょう。池白さんがもうい

いかな?というころに次に進むのです。最後に通しを叡回や

ってお終いロ
恥のパートは易しいようで合わせるのにひと苦労。途中か

ら分からなくなって、どこから入っていいのか見当も尽きま

せん。最後まで弾けずに終わってしまいました。もうひとり

悶じパートの人がいたので安IIl\でした。
さて当日、金曜B。東京駅23時発の銭~(寝台車)にて

出発。東京から8人でしたが寝白車紹は6人。ヨ人づっ向か
い合って座ってピーチクパーチクと音楽談義。いいことたく

さん聞けました。冨問もできました。車撃さんに「他のお客

臓はお倣みになっています冒. . J と定意をされてロ フ

時 18分大阪着。朝食を駅ピjし?でいただき、広島から見え
る方を待って一路藤棚克寿先生のpffヘロ「大阪史学?そんな

に甘くはないよ。」と言われてしまいましたがその通りe 到

着するとすぐにアコを出して指慣らし。そして色わせ、延々



と。お昼ごろにもう一人到着して、食事を済ませ、再び鯨審

開始。恥の岡鰐lま当日7.lSm間際にくるというのでパート一人

でもう大変、責任重大。酌にのれまぜんでしたなんて言えま
せんロそのお陰か、かなり上手くなったと言われてご際嫌で

すロ7.IS替でもちょっと間違えましたけどなんとか溶奏できま

した。 4人がこ曲目の練習に入ったときに恥を含めた他は音

楽談義や、倍々のパート練習に熱中。夜は藤JlIJI1先生のセカン
ド八つスに行ってメンバーで制理。作って食べて・調皿。譜

面やアコの7.ISがずらりと亜んでいる部屋に入り込んで物色。

いろいろ見つけてコピーしていいよと言われ、選震なく 7旨い
ちゃいました。

この夜も大きな収薩がありました。

i宙奏lま4分でおわりました。 4分の曲に多くの時間をかけ、

~ê艶をかけ、沢山の思い出が作れたことは恥のアコーテ‘イオ

ンの歴史にすてきな l ページを作ってくれました。語り尽く
ぜない叡々の事服。感無量で閉じます。

E品とアコーディオン 中嶋敵
L\ま ili~は、アコーデイオンに出会四年Bになる。

正確には、二十叡年前白野アコーデイオンサークjしでJ1 1 口先

生の初級議座を受けました。一年ほどで、頓挫。仕事の関係

でつずかなくなり、涙をのみました。再度、ちょうど四年前
にまたB野アコーデイオンサーク jしに入会。一年ほと‘たった

国でした。先生からの薦めで国際コンクーlしにエントリーす

る決問をいたしました。音楽センターの三多摩中級事E室へか

よいはじめたのはそれからです。冬に向かい寒い夜、重いア

コデ.イオンを肩に背負い、もう無裁夢中でした。ただがむし

ゃらに仕事から帰るとアコを弾きまくる毎B、弾くわりには

上達ぜず焦りの毎B。音楽センターグレーr:.テストなどあり、
それでもコンクー jしが近くなると身偲が震えました。その緊

張感は忘hられない、ピリピリした毎白。コンクーんはこれ

も緊張のうちにおわってしまい、終わって見ると妙な度胸が

ついてしまいました。力もないくせにやたらと人の苗で弾き

たがる。市Lの弱点は、リズム感が悪く、楽器に弱いこと。読

譜力をつけるためと思って手当たりしだいに色々な由に手を

つけて完成度の低いまま人憾の前で弾き失敗ばかり。

アコーデイオン皿エアーになった今年はもっともっと基本

を身につける一年にしたいのです。間Lの職場は老人介護の職

場ですので、時々聴いて頂けるのはとても幸せ。仕事の合間

で指It書らしも無くちょっとつらいけど聴いて下さるだけめぐ

まれていると言い聞かせながらー居間むこのごろ。

毎診
圃“Cocokar己"からアコーテ、イオンを発信!

世田谷区三軒茶屋に、お限7Kアコーテ白イオンクラス・前川
紀子さんのしンタ Jしスボックス“Cocokara" がそ号年ヨ日に

オープンしました固個性的で、素敵なアーテイストョ作家さん

たちの作品が並ぶこのお店は、内装も前川|さんたちの手作り

で、一般的にありがちな無個性な街のしンタjしボックス店と

はまるで遣うのです!センスはバッグンながら、商店街にm~

ざしたあたたかみある雰囲気です。
“cocokara" (部 JIIさん)のまわりには、アコーデイオ

ン好告、音楽招きが白然とたくさんあつまって(まるで灯り

を求める夏の霞虫のように!)、下旬!情緒たっぷりの三茶のお
店の軒先で、今にもアコーデ、イオンの合唱を響かせようとB

読んでいそうです。すでに613 には、蔽原理美さんが立ち寄

って潜奏してくれたそうです。

そして、フ日318 (土)には、ジプシーギターの若卿吉三
郎さんとジャス‘アコーデイオンの渥美知世さん(会報No.ヨ9
のJU5TNOWで紹介)、の清書室が、夜9時から聴けるそうです。

是非、足を運んでみてくださいロ

圃|年たって 苗原待子

息子とアコーデイオンを始めて、早いものでフ自で l 年!

5オでアコーテ白イオンに埋もれていた一陽も、そきでは楽々と

持って弾けるようになりました(まだ運ぶのは、母ですが-
E ・)。この奮から山学般に通い始め、たくさんの新しい出

来事やお友達に、まだまだ興奮ぎみなうえ、学童クラブでめ

いっぱい遊んで夕方6時前に|局ってくる毎B。お昼寝のあっ

た保育園のときとはくらべものにならないくらい、阜く眼く

なってしまいます。帰宅してから B尽くなる前までに、夕飯と

お風呂と宿題とアコーデイオンの・・剛アコーデイオンの練
習・・・あ~今日も出来なかった~~ こんな Bが平Bはほ

とんどで、どうにかがんばってやっても限さで際嫌が悪く、

いつもケン力ばかり。練習 lましたがらなくても「ママと練習

するより、やさしく教えてくれるから、川口先生の方がいい

! J と、レッスンにははりきって遇うんですけどね。これか

らどんな風に家で鯨奮するかが課題ですね~。学較で購入し

たメロデイオン(鍵盤ハーモニカ)、「鍵盤が見えるから一審
怒き」なんて7.IS畜もちらり。でも、アコーデ、イオンがおきな

気持ちは変わらないらしく、学般からいろんなスポーツチー
ムの勧誘のチラシをもらって来た時に、「僕もやりたい !J と

思ったようですが、毎B、毎週末のように練習があり、でと
てもアコーデイオンとは積立出来そうもありません。 r7.1S当

にやりたいならやってもいいけどアコーデイオンと筒万は無

理だから、7.IS当にやりたいのはどっちか蓄えて。」というと

「あ~じゃあ僕、アコーデイオンのほうがいいから、 L\いや
! J という乙とで、あっさり一件落着。恥としては、ずっと
一緒に弾いていけたらいいな~と思っています。練習でケン

カ lこなるのはいやだけど、 E人で楽しく弾けたときはとても

幸せな気分なんですよね~。

麟騒離島語一き至ーー司副醸欝饗譲
羽眼7Kアコーディオンクラス(世B谷区羽i限7K/J 島，:2:F"}

ク!$>己主デt.ii 容器池土知嘉子(ミユージカ JL rCABARI 

金子 早織(多摩美4噴火字映
富平政治 L"r，él;分史1 編実

アI!一家ぷオンさえラヴ

経営)

官

京都画分寺労政会館)
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/ラ 冨担割唖圃 5J、、
\~ ( Airにメーlし通信 ) ))) 
、』い起躍し、定、お便りを少しご紹介します日J

@班』の行っている毅舎はB曜Bの礼拝に己 O人謁くらい集まるとと
ろです。先週の土曜Bにボランティア清妻のの合わせをしていたとと
ろ(乙の合わせも癒れさせてしまったかも・・・ピアニストと払がふ
ざけまくっていたので(一;}白暗Bの用事がキャンセjしになった、とり1
耳にはさんでしまい、強引に瓢原さんに濡藁しに来ていただく乙とに
なりました(ご存じですよね)。

おばちゃんしかし1ない叙舎ですが、みなとても喜んでくれました.
第一声「アコーディオンなんて! I懐かしいわ-! J (臨は懐かしくな
いですが・・・そうなんですか拾え)臨もー曲伴奏していただき、讃
美瓢を瓢わせていただきました。最近は伴奏者がおらず、聞Lも教会で
は~わなくなっていたので久しぶりに礼拝の中で讃美をする乙とがで
きて毅会胃も払も力づけられました。

昼食の後も旨大喜びで臨も筒手にリクエストしたり・. .すみませ
ん旨も路手にあの曲この曲と・・・盛り上がってしまいました。 r決
はラ・クンパJLシータ弾L'てね」と瓢原さんlまお祖だりされてました
(向。町-) (アコーディオンといえば普遇lま之の曲なのですね・・・)稲原
さん I;j;ぉ人幅も素敵なので、お話もたいそう盛り上がってました.
あまりに手耐えがあったので、市~にアコーデイオンとコンサートを
やる予定です圃・・なんて宣伝してしまいました。お忙しいでしょう
が、どうぞその時はよろしく御願いいたします。ではでは お側みな
さいませ。 広川蔑

@ご報告を嬉しく患います。音楽家にとって、みんなに喜んでもら
えるととは何ものにも代え難い叡びですよ祖。報告は J 'i.ラックのよう
な(失礼)建物と伺っていますが、小さな箱の中で音楽を楽しんでい
る皆さんの臓子(なんと奮沢な)がリアjしに伝わってきます。
教会にアコーデイオンは最適。何故かと言うと、アコーデイオンの
起こりは教舎の牧師さんの宣教活動に由来しているからですE 昔(
19世紀半l司、ドイツの片田舎の牧師さん古f宣教涜布のため、オJL
ガンのない毅舎で、または街頭で清奏できるオjしガンを、と開発した
のがアコーデイオン(膨動オルガン)と言い伝えられています。こん
な小さな箱の中にオルガン(しかもボタン一つでコードを弾くことが
できる)を詰め込んだ牧師さんは、よほど掃のよい人だった、とつく
づく患います。だから、(慢はまだ一度も経験していないのだ力内毅舎
で蒲奏する乙とが、アコーディオン音楽の原点のような気がして、そ
んな般会が与えられたことを素晴らしく思い、とても楽しみにしてい
るのです。

それと、慢は何一つ、宗事E的な信仰は持っていませんが、少なくと
も、殺害に安らぎを求める人々の気持ちは(痛く?)判る(つもりだ)
から固もっといえば、報告が、民衆と音楽のかかわりの一つの原点だ
とも思っているからです。駆け込み寺であったり、革命戦士をかくま
う湯河であったり(とくにラテンではその傾向が顕著}. . .と、 「社
告の矛盾のるつぼ」ではないかと思います。そこに音楽があり、いや
され、勘まされ、勇気を与えられる一一乙れは音楽の原点の一つでも
あると思います。

。 遅ればせながら、 JAA轍関誌「アコーディオニストJNo. I9への早
速の寄眠、ありがとうございました。 1110 裕志

国:a 1110先生

之の度は、大成却に幕を閉じました。コンサートの御礼状を、わざ
わざ、ご丁寧にお造り下さいまして、ありがとうございました。 B々
の慌ただしさにZちら之そ貴重な偲醸をさせて頂いたお礼がすっかり
遅くなりました事、申し訳ございませんでした.

~IID、初めてアコーデイオンという楽器、音楽に触れ、想像以上の楽
しさと、また、 (失干しながら・・・)予想外の繊細な音楽、音の書き
やタッチ・・・を知り、今ではすコかり太好きな楽器の l つとなりま
した。恋当に楽しし1一時をありがとうございました。いよいよ梅雨本
番となり蒸し暑いB~が続きますが、どうぞお傭ご自愛下さいませ。

佐藤野ゆり
。

5.16(8) r北沢老人ï!\ -új (世ffiê)
織原理美広川恵他

5.30 (8) o.ファーマー/芸大

5.30 (8) ë;，パ・アコーデイオン(大阪) 越耐あや子
6.1 (火) 店JII恵 コンサート出漏
フ.9 (金) かフエコンサート(小金井)

メ瓢原理美 店川恵
7.15(:ホ) カフェコンサート(世田谷)

/)\10裕志蔽原理美広川恵
7.24 (土) 竹内直子&0.ファーマ-2人のコンサート

/臓浜

O.ファーマー コンサート/リリア H


